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昭和58年度サザエ種苗生産試験

松坂 洋 ･須用 人志

は じ め に

減少傾向にあるサザェ資源の増殖対策として､人工採苗による種苗生産技術の確立を目的として始

めた本試験も3年目に入り､親貝管理を充分に行なえば早期採卵できるということがわかった｡今年~

度は､特に､付着以降の椎貝飼育に重点を置いて､付着椎貝の生残率を向上させ､より大型の椎貝を

生産すべく行なった｡

材料及 び方 法

産卵誘発に供 した親月は､昭和57年春に産卵誘発に使用 した87個体と､昭和57年秋に購入 した81個

体である.これらの親貝を0.75tコンクリート水槽 3面に収容､水温設定20oC､給水量約0.57Ti/h､

光周期を明期 7-19h､暗期19- 7hに調整 し､飼料として生コンプ､生ワカメ､及び乾燥コンプを

与えた｡付着基盤としてコンクリートブロックを用い､水質等の環境の悪化には充分留意 して水槽底

部の排湛物はサイフォンで除去 した｡給水量は充分であるが､万一水が止まった場合に備えて､¢50

mmのエアス トーンを各水槽に1個設えて通気を施 した.産卵誘発は､親貝を飼育水槽から取 り出 して

室温 (約20℃)で45-60分干出した後､14.eプラスチック製水槽に個体ごとに収容 し､紫外線照射海

のかけ流しと温度刺激を併用した｡産卵誘発は58年 5月10日から8月8日までの期間に計10回実施 し､

このうち4回は付着させた｡

放出された卵は､14_βスチロール製水槽にサイフォンで収容 して媒精 した｡受精後 5-10回の洗卵

を行ない､受精卵は14-β水槽に入れて室温で静置 した｡発生が進み､幼生が浮上 した後は水槽上部に

浮薄する幼生のみを使用 し､水槽底部の未受精卵等は捨てた｡幼殻完成後は90FEのミュラーガーゼを

用いて全換水をした｡換水は原則として1日に2回実施 し､幼生の状態によっては随時換水 した｡

付着は0.3tFRP製水槽と3.Otキャンバス製水槽を用い､付着珪藻を培養 した塩 ビ製波板 (33×

40cm)を採苗器として行なった.付着確認後､止水から微流水にした.付着率は採苗器の付着数の5

%を計数 して算定 した｡0.3tFRP製水槽も3.Otキャンバス製水槽も設定20℃の温海水を使い､

付着後採苗水槽をそのまま飼育水槽として､0.3tFRP製水槽は給水量 1回転/h･3.Otキャン

バス製水槽は給水量0.3回転/hとし､通気 して飼育 した｡飼育開始時には､飼料の珪藻が過多にな

る傾向があり遮光ネットで水槽を覆い､その後､椎貝の成長に伴ない､珪藻が不足ぎみになった時に

は施肥 (硫安100才､尿素15g､硝酸カリ5グ/ t)をして珪藻の繁殖を促 した｡水槽の壁面に這い

上り､水面上に出てきた個体は､波板に再び付着させたり､集めて篭に入れ､餌料として生コンプを

こまかくしたものや､アナアオサ､及び配合餌料を与えて飾育 した｡
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結果及び考察

(1) 親 貝 管 理

今年度も昭和57年10月に親貝卑購入し､15oCで飼育を開始 し､5盛年 2月初旬からは20℃に加温 し

て親貝の成熟を促 した.3月14日に測定 した時点で平均殻高73.8mm､平均重量88.6タであったが､

5月2日の測定では平均殻高74.9m､平均重量102.3才で､1個体平均で殻高1.1mm､重量13.7タ

の増加であった｡実際に殻を割ってみると誘発可能な状態まで生殖腺が発達 していた｡昨年度は成

熟度の把握ができずに､5月 1日に飼育水槽内で多数の放精､放卵が行なわれてしまい､成熟のピー

クを過ぎた状態で産卵誘発をする結果となった｡今年度は､そういうことがないように､すぐに産

卵誘発を開始することにした｡このように長期に渡る調温飼育をすれば親月の成熟は明らかに早ま

るようである｡飼育水温は図-1に示 した｡

図- 1 飼 育 水 温

(2)産 卵 誘 発昭和58年 5月10日-8月8日まで計10回の産卵誘発を行ない､そのうち5

回は受精卵を得ることができた｡使用 した親貝は10回の産卵誘発を通 じて168個体で､反応 した個体が

雄41個体､雌17個体であり､全体の誘発率は34.5%で低い結果に終った｡その状況は図-2に

示 したが､雄は誘発開始から30分､遅くとも1時間30分で放精がみられた｡雌の放卵は誘発開始後､

1時間30分から4時間に多 くみられる｡反応時間につい七は昨年と同様であり､精子も卵も良い

状態で得られた.受精率については5回の採卵すべてにおいて90%以上で



産卵誘発は1-9回次までは1個体 1水槽で行なっていたが､10回次の8月8日には0･3tFR

p製水槽に35個体入れた誘発も試みた｡この方法では､雄の放精が強い誘発刺激となって雌の放卵

を促 したようである｡しかし､放卵直後に親貝を取 り上げ､別の水槽で放卵させたが､0･3tFR

p製水槽に放出された卵は多数が受精 してしまい､受精時刻がまちまちなことや､多精による異常

発生の問題点もあった｡

(3) 付 着 (時間)

5回受精卵を得る

こ とができたが､付

着させたのは 4回

で､ 1回はべ リジ

ャー幼生の段階で状

態が悪くなったため

捨てた｡5月18日と

7月4日に受精 した

幼生は0.3tFRP

製水槽で付着させ､

6月20日及び8月8

日に受精 した幼生

は3.0tキャンバス

製水槽で付着 させ

た｡キャンバス製水

槽での付着率は､そ

れぞれ31.3%､29.3

%であった (義-1

参照)｡飼料は 1次

飼料､2次餌料の両

方を使用 したが､付

着には差がなかった

ようである｡

(4)椎 貝 飼 育

付着椎貝はすべて

20℃の調温海水で飼

育 し､6月20日採卵

の付着椎貝数は50日
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図-2 親貝の誘発状況
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9.3で付着時の12.5%に低下 し､130日目には2.6%になっていた｡ 10月中頃より､椎

貝飼育を していた飼育室の改築工事が始まり､20℃による椎貝の加温飼育が不可能となったため､11月初めに
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椎貝が39,000個､水槽壁面付着椎貝が94,000個､

篭飼育椎貝70,000個で計203,000個体であった｡

これは､付着時に投入 した幼生数からみると

13.5%の生残となる｡波板付着数の変化は図-

3に示 した｡

椎貝の摂取状態がよく､珪藻もよく繁茂 して

いたため､80日目で1.3-1.9mm､平均殻径

1.6m に成長 した. しか し､その後椎貝がさら

取り上げ時の総椎貝数 に成長 u葉餌が活発になったことと､エゾチグ
0
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サガイの異常発生により､餌料の珪藻が不足 し

て波板から脱落する個体が多 くなり､水槽の壁

面に這い上がって水面上に出てくる個体が目立

つようになった｡これらの個体は波板に戻 した

図-3 6月20日採卵の波板付着椎貝数の変化 り､篭飼育をしたが､篭飼育 した場合には成長

が悪く､巣死する個体が多かったようである｡

今後は波板からの椎貝脱落と篭飼育 した際の紫苑を防止する対策として､餌料及び篭飼育方法の検討

が必要である｡

お わ り に

今年度は採卵も充分でき､かなりの数の椎貝を得ることができるものと思われたが､10月中頃から

の飼育室の工事により､椎貝の調温飼育が不可能となった｡ 天然水温も､10月初旬ですでに平均15℃

を割っており､過去に当センターで大川他が採苗椎貝の越冬試験を10-11℃で行なって､ほぼ全滅と

いう結果がでていた｡このまま常温で飼育 しても椎貝が生存できる可能性は極めて少ないと思われた

ため､6月20日採卵の椎貝約20万個は､まだ2-5m で放流サイズに達 していなかったが､11月2日､

佐井村原田地先に造成された増殖溝に､親貝及び人工採苗 2年貝と共に放流 した｡
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